
会社

概要 

会社名 マツダ株式会社 

従業員数 21,295 名 業種 乗用車・トラックの製造、販売など 

 

１．ねらい 

多様な価値観やライフスタイルを持つ社員が、プライベートと会社生活とを両立させ、イキイキと活躍でき

るよう、ワークライフバランスの促進、充実に取り組んでいます。 

２．施策内容・実績 

施策名 施策概要（２０１５年３月３１日現在） 開始時期 ２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度 

母性保護休暇 

妊妊娠中の女性社員が、つわりや体調不良などに

より就業が困難な場合に、必要な期間の休暇を取

得できる制度。 

2008年 

8 月 
41 名（1,026 日） 45 名（886 日） 38 名（1,081 日） 

育児休暇 
出産や育児のため連続５労働日の休暇が取得でき

る制度。 

2008年 

8 月*1 

2,200 日（487 名） 

男性 : 1,681 日（381 名） 

女性 : 519 日（106 名） 

1,830 日（410 名） 

男性 : 1,391 日（321 名） 

女性 :439 日（189 名） 

2189 日（491 名） 

男性 : 1684 日（389 名） 

女性 : 505 日（102 名） 

育児休職 

子が満3歳まで育児のために取得できる休職制度。

分割取得も可能。（法定：当該子が1歳に達するま

で） 

1991年 

1 月 

242名（内男性6名） 

育児休職復職率 98％ 

復職1年後の在籍率 100％ 

231名（内男性6名） 

育児休職復職率 98％ 

復職1年後の在籍率 100％ 

252名（内男性11名） 

育児休職復職率 99％ 

復職1年後の在籍率 100％ 

介護休職 

要介護状態にある親族を介護するための休職制度

（最長1年）。（法定：当該対象家族につき通産93日

まで） 

1992年 

1 月 
7 名（内男性 3 名）  12 名（内男性 6 名）  8 名（内男性 4 名）  

育児･介護に 

かかわる勤務特

例措置 

介護や小学校6学年修了までの育児のため、短時間

勤務や夜勤･時間外勤務免除などが受けられる制

度。（短時間勤務の法定：当該子が3歳に達するま

で） 

1999年 

4 月 

短時間勤務者 

育児 : 246 名 

介護 : 4 名 

短時間勤務者 

育児 : 286 名 

介護 : 3 名 

短時間勤務者 

育児 : 325 名 

介護 : 7 名 

在宅勤務制度 

育児･介護を行う場合や、在宅勤務を行うことでよ

り効率的に業務を遂行できる場合を対象に、所定

時間の25％までの範囲で在宅での勤務を可能とす

る制度。 

2008年 

8 月 
53 名 85 名 118 名 

ハートフル休暇

制度 

親族の看護／ボランティア／子どもの学校行事／

不妊治療を目的として、取得できる休暇制度。 

2008年 

8 月 

309 名（1,935 日） 

男性 : 122 名（738 日） 

女性 : 186 名（1,197 日） 

 内親族の看護 

 264 名（1,469 日） 

男性 ：108 名（673 日） 

女性 ：156 名（796 日） 

503 名（2,270 日） 

男性 : 187 名（865 日） 

女性 : 316 名（1,405 日） 

 内親族の看護 

 374 名（1,813 日） 

 男性 ：162 名（805 日）  

女性 ：212 名（1,008 日） 

404 名（2,492 日） 

男性 : 180 名（963 日） 

女性 : 224 名（1,529 日） 

 内親族の看護 

 342 名（1,692 日） 

 男性 ：137 名（675 日）  

女性 ：205 名（1,017 日） 

社内保育施設 

「わくわくキッ

ズ園」 

子育て中の社員のための、未就学児童向け社内保

育施設。看護師が常駐しており、体調不良児の保

育も可能。 

2002年 

4 月 
園児 : 47 名 園児 : 47 名 園児 : 47 名 

キャリア開発休

暇 

将来的なキャリア向上を目指し、学校などに通学

するため､3年を限度に休職を可能とする制度。 

2003 年 

10 月 
2 名 2 名 2 名 

赴任同行休暇 
転勤する配偶者に同行するため、一定期間を休職

扱いとし、キャリアの継続を可能にする制度。 

2003年 

10 月 
28 名 28 名 24 名 

再雇用制度 
結婚･育児･介護などで退職した復帰意欲のある元

社員を対象に、再入社の機会を提供する制度。 

2008年 

8 月 
登録者 2 名 登録者 5 名 登録者 1 名 

エキスパート 

ファミリー制度 

保有能力･経験などの基準を満たした希望者を、定

年退職後から再雇用し、技能･技術の伝承や、スペ

シャリストとして活躍してもらう制度。 

2006年 

4 月 
275 名入社  300 名入社  250 名入社  

スーパーフレッ

クス 

タイム勤務（コ

アタイム無し） 

個人の業務と私生活の調和を図りながら業務の成

果をあげていく目的で導入した、出勤しない日の

設定も可能なフレックスタイム制度。 

2000年 

10 月 

事務･技術系職場の 

8 割が利用 

事務･技術系職場の 

8 割が利用 

事務･技術系職場の 

8 割が利用 

早くかえろう運

動 

間接部門を対象に、業務効率化を進めることによ

り長時間労働の改善を図る運動を展開（具体的な

活動例 : 定時退社日、消灯時刻の設定など。残業

時間は四半期ごとの実績を各部門のマネジメント

にフィードバックしPDCAを回す）。 

2007年 

9 月 
継続実施 継続実施 継続実施 

JICA 派遣休暇 
国際協力機構の行うJICAボランティア事業に参加

する場合に、有給での休職を認める制度。 

2007年 

4 月 
－ － － 

マツダ ･フレッ

クスベネフィッ

ト 

選択型の福利厚生制度。あらかじめ定められたポ

イントの範囲内で社員個人が選んだ福利厚生メニ

ューの補助が受けられる仕組み。生活支援、能力

開発、育児、介護、社会貢献、趣味活動など。 

2001年 

10 月 
全社員 全社員 全社員 

社員の環境保全

活動、社会貢献

活動を支援する

福利厚生プログ

ラム 

マツダ ･ フレックスベネフィットの中で、社員の

ボランティア活動の活動費に対してポイントを申

請できる。JICA（国際協力機構）への派遣に伴う

休職にも対応。 

2001年 

10 月 

11 件 

187,600 円 

17 件 

209,600 円 

6 件 

115,000 円 

有休休暇の計画

的な取得の推進 

労使で、業務の効率化･平準化を協力して推し進

め、自分発で有給休暇の計画的な取得が実現でき

る環境を整備している（半日単位で取得可）。 

継続実施 
取得率 77% 

平均取得日数 14.7 日 

取得率 79% 

平均取得日数 15.1 日 

取得率 82％ 

平均取得日数 15.6 日 
 

３．評価 

２００３年度には、仕事と育児･介護とを両立できるさまざまな施策の導入とその利用実績が評価され、国内

で最も進んだ「ファミリー･フレンドリー企業」として厚生労働大臣より表彰されました。また、２００７年

度には子育て支援などへ積極的に取り組む企業として厚生労働省より認定され、「くるみんマーク」を取得し

ています。 

 


